
 

梅雨の季節に はいりました。 

6 月 12 日には かなりのまとまった恵みの雨となりました。 

野菜は いよいよ元気に成長し 草とのたたかいも 第二段階。 

一方で 農作業では 暑さ・蚊への対策も 必要になってきました。 

 

○ 6 月の援農状況                    

援 農 時 間  1335 h  [ 昨年同月 1500 h ]   

受 入 農 家   16 軒                  梅雨の晴れ間 

 会 員   41 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年 5 月に入会した野川です。宜しくお願いします。 

私は 三年前に定年を迎え 近郊の人の役に立ちたいと思っていました。 

昨年は高尾森林ふれあい推進センター主催の森林カレッジに参加し 林業の大変な現状を 

知り 農林業に係ることがしたいと思っていたところ 当会を知り 入会した次第です。 

私は 新潟の米農家の次男として生まれ 高校まで実家の手伝いをしていたので 農作

業にはある程度の自信があったのですが40年以上のブランクは抗い難く 先日参加した今

年生えた竹の伐採作業では 自分の非力さを痛感しました。 

先輩方の動作の機敏さを目の当たりにし もっと頑張ろうと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も桑葉の収穫作業の季節になりました。 

6 月 24 日 (株)創輝さんによる説明会が開催され  

すずしろ 22 より 4 名が出席しました。以下 主なる 話題 

① 天候の関係から 収穫を 約一カ月 前倒しにする 

② 従来以上に品質に配慮ねがいたい 

雨の濡葉は収穫しない    雨天時は 中止                   酒井 

作業中止の連絡ルート    創輝 平田   すずしろ 22 合津・酒井    窓口 長井 

③ 農家収穫目標値と集荷時間  目標値以上の収穫は無しとする            佐藤 

④ 搬送先を 静岡から山梨に変更 

⑤ 来年は 春の葉の収穫も実施する ( 分析の結果 栄養価・味覚の両面で優れている ) 

「大地と 心と 地域を 耕す」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すずしろは大根  それは大地の豊な恵の象徴   22 世紀につなげる農のあり方を 共に考える会  

 

『 援 農 』   活 動 状 況  

 

 

 

 

 

 

 

 桑葉 の 収穫作業 

NPO 法人  すずしろ 22 

めじろ台  野川 定志 

発行責任者 合津秀雄 

080 1351 4860 

「 竹は 高け 」 

 

援農 体験記 

「  煮魚に 刻む生姜や 梅雨に入る 」( 読売 ) 

 」( 読売 ) 

す ず し ろ ２２ 2016 - 7 月報 

 

 

 



○ すいか  花が咲いてから 50 日目が収穫のベスト日。このため開花日を花毎に表示する 

○ に ら  葉の繊維数は太さに関係無く一定  従って太いものほど柔らかく感ずる  

○ トマト  うまさは 水の管理に大きく左右される。控えれば 濃厚な味となる 

 

 

 

 (1)  ♪ 笹の葉 さらさら 軒ばにゆれて  ･････♪♪ 

  七夕も過ぎ 熱中症が心配される季節になりました。水分・塩分補給への配慮の他 “ ぬ

れタオル ”で 顔・体を拭くと より気化熱を 奪ってくれて 効果ありとのことです。 

(2) 新会員の皆様の紹介  

竹の子掘りのイベント参加者と『コスモスふぁーむ』から すずしろ 22 にそれぞれ 加入

いただきました。野川さんと志村さん。新規農家会員の石川洋平さんの窓口は 長井さん。 

(3)  イベント ー ジャガイモ掘りと 試食会 

7 月 10 日(日) 10:00～12:00 新富所農園 ジャガイモ掘り体験  約 80kg の収穫 

  7 月 10 日(日) 13:00～15:00 川口市民センター やまゆり館 で実施 

 

 

                                         

                                         

                                           

                                                      

                                                      

                                           

                                                

                                               

                                               

                                               

                                                 

                                             

                                              

 

 

                                               

                                              

                                        

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月度 定例理事会より    6 月 17 日  於 由井市民センター  

定例理事会 より    開催日 5 月 20 日 於 由井市民センター 

不破日 

事務局からの お知らせ 

① (株)創輝との打ち合わせ  (   P-1 下欄に 概容記載  ) 

② 予算執行状況       状況確認・ほぼ予算どおりに推移 

③ 資料の保管方法について  様々な保存方式について紹介 後日詳細打合せへ  

④ 援農の状況        状況を共有  新規加入農家の紹介―高月町 石川洋平様 

⑤ 農園整備状況       耕耘機購入は見送り・エンジン草刈り機の購入 

⑥  イベント計画       ジャガイモ掘り&試食会   7/10 新富所農園・川口市民センター 

                                               等 

尾崎農園さん 道の駅・学校給食にも納品 

ハウスネット栽培 

1 か月早く収穫できる 

尾崎さんの畑を眺めてまず感動しました。 

土に触れないようにトンネルネット栽培された 

きゅうりやいんげんや坊ちゃん南瓜。 

茄子や唐辛子やピーマンは、１本ずつの木によく

陽があたるように間隔をとり、きちんと整列され、

見るからに元気いっぱいで美味しそうな野菜が沢

山できていました。 

粘土質の土なので根菜類には合わない。人参や大

根や牛蒡は栽培しない。何年もの経験を積み重ね

ての結論なのでしょう。 

市内６校の小学校給食へ じゃが芋、玉ねぎ、 

とうもろこしを納品しているそうです。 

五反歩の田んぼで収穫される「あきにしき」も 

一部を学校給食に納品するそうです。 

すずしろ２２からは週４回３~４人スポットで入

っています。       （訪問者 佐藤） 

川町 尾崎覚さん 

尾崎 

 
坊ちゃん 

南瓜 

恩方方面 

      尾崎宅 

  川町〒  □ 

 

 

    至 高尾駅 

畑を休ませる為「緑肥」

がまいてある。葉トウ

モロコシのような草が

生えて光を遮り 

草が生えない。 


